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　生物の個体の発達には，成長と成熟のふたつの面があ

る．体長や体重の増加は前者の成長であって，運続的で

あるが，後者の成熟には，一定の里程mi1estoneがあ

り，かなり明瞭な発達の節として，これをとらえること

ができる．たとえば，人問における乳歯，永久歯，それ

ぞれの初生と完了，視力の発達など，成熟へのmi1e－

StOneであり，われわれが意識する種々の老化段階も，ま

た負の成熟過程に他ならない．なかでも女子の初潮は，

最も顕著な性的成熟の指標であって，これに達する年令

については，古くから医学をはじめ，教育学，体育学，

杜会学あるいは心理学など多方面の研究者によって，老

大な数にのぼる調査が行われ，その早晩を左右する要因
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
について，種々考察されている（Bo11en　and　Bentzon
15）16）　　19）20）

澤田，Tannerらの綜説参照）．ちなみに，概念的な記

述ではあるが，わが国における初潮に関する比較的古い

文献のひとつとして，高良斉のr生理学問答」をあげる

ことができる．これは文政年間（文政6－12年，1823－

29年）日本に滞在した蘭医シーボルトが，門弟の高良斉

にあたえたいくつかの問に対する回答を綴ったものであ

るが，その中に日本女性の初潮は何才であるかの問に答

えた1節がある．　（第1図）

　一方，この平均初潮年令の算定法については，生物統

計学者の興味をひき，ここ四半紀の間にいくつかの方法

がしめされた．本論では，1977年に島根県において調査

された資料を2，3の方法によって解析，平均初潮年令

とその信頼限界を算定すると同時に，調査例の少ない資

料からこれらを算定する方法として，個体別の記録から
　　　　　　　　　　　　　4）
中央致死薬量をもとめる　B1issのプロビット法の応用

を試みた．もし後者のそれが適当な試案である場合は，

　＊生物汚染化学研究室

調査資料を細分して，種々の環境問題との関係を論ずる

上に役立つであろう．なぜならば，あまり大きくない一

地域，あるいは特定の集団を調査の対象にえらんだ場

合，その時点において役立つ数値を提供しうるのは，c

くわずかな年令範囲の女子人口に限られるからである．

本文に入るに先立ち，貴重な調査資料を貸与され，その

使用を許された，大阪大学人問科学部心理学研究室の澤

田昭助教授に深謝の意を表する．

　　　　　　　　調　査　資　料

　ここに用いた平均初潮年令算定のための資料は，大阪

大学人問科学部心理学研究室によって1977年に行われ

た，今国初潮調査結果のうちの，島根県分である．調査

は県内全域から小学校31校，中学校19校が抽出され，小

学校では5，6年生の女子児童が，中学校では1，2，

3年生の女子生徒を対象に行われている．個人調査表の

数から推定して，1校あたり1乃至2学級程度が調査の

対象にえらばれ，回収されたその総数は2663である．こ
　　　　　　　　　　　　ユ8）
れは昭和51年度「島根の教育」に記載されている該当学

級女子児重生徒数（51年5月1日調査）の］O分の1弱に

あたる．なおいずれにも，調査の行われた月日の記載が

ないため，調査表の返送されてきた郵便封書の日付印か

ら，お㌧むね1977年2月に行われたものと推定した．同

研究室が1960，63および66年の3回にわたる広域調査か

ら，2月時点における既潮率をもとにプロビット法によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
って，全国平均初潮年令が算定されたと澤田が記してい

るから，この推定はまちがいではなかろう．

　なお本論では，月数をもとに3ケ月毎類集して，既潮

率をもとめ，それをもとに解析，平均初潮年令を算出す

る方法を前半で取ったため，日付印が1月中のもの，ま
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　なお，この種の調査方法には，prospect1ve　study前

向き研究と称して，たとえぱ初潮の場合は，これがみら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
れるまで個人的に追跡記録する方法をAw　and　Tye

はあげている．これはcohortコホート，forward－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1壬）
gomg前進，fo11owup追跡などともよばれているが，

調査終了までに年月がかかり，調査の対象にも限りがあ

って，そのための歪みが生ずる事は止むをえない．勿

論，本論とは考察の対象外である．

　　　　　　　　算定の方法と結果

　個人調査表の集計値として示した．第1表の数値のう

ち，第1欄の平均年令Xは，130ケ月目から3ケ月ごと

類集，その中央の月数を12で割ったものである．第2欄

の〃は，その年令階級に入る調査個人数で，第3欄ブ

は初潮のあったものの数である．

　（1）プロビット法およびロジット法による算定

　今，各月毎の既潮率と年令の関係を，グラフの上に打

点すると，第2図に示す様な，シグモイド曲線がえられ

る．普通，この様な形のデーターには，累積正規曲線

　　　・一ザ。去叫1小

か，あるいはロジスティス曲線

　　　　P＝1／｛1＋exp（β一（X一μ））｝

の数学的モデルの近似が行われる．ここでPは，年令

Xにおける既潮率，μとβはそれぞれ母平均と，母分

散の逆数を示す．まず第1表第2，3欄のブとπの値

から，実験値の既潮率をもとめ，これをプロビットッに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
変換して，平均年令Xとの関係を直線化し，常法によ

り回帰線の方程式γ＝α十ろXを求めた．第5回までの

補正計算を行ってえられた，年令一既潮率回帰直線の方

程式は，

　　　　　　　　】r＝＿6．0399＋O．8788X

でほぽ一定となった．γ＝5とおいてえられたX＝12，562

が平均初潮年令である．g－criteriOnの値はO．0054で，

0．1よりも小であったから，近似式によってもとめたそ

の分散は，W（刃＝O．001423となった．よって95％の信

頼限界は，12，488および12，636である．■2＝14，057，π

二19，P二〇．780となり，理論値と観測値との問に高い

適合性がえられた．えられた年令一既潮率回帰直線の方

程式のXに，第1表第1欄の値のXを代入して，期
待既潮率Yを求め，プロビットの表を逆にひいてこの

yに対応する初潮をみたものの比率をよみとり，これに

第2欄の〃をかけた値が，プロビット解析法から理論

的に期待される既潮者数で，第4欄にこれを示した．

　プロビット法による平均初潮年令の算定は，既に多く

の研究者が行っていて，それぞれ実験値と理論値の問に

　　　　　　　　　　　　　12）
高い適合性をえている　Mi1icerは，適合性のえられな
　　　　　　　　　6）
かったBo1tyan　et　a1．の，ハンガリーで行った報告に

ついて，これはこの国の全域からあつめられた7000をこ

える調査表を，すべてこみにして計算を行い，部分的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
資料の異質性を考慮しないためであるとした．Mi1icer

自身，ポーランドのWroc丑awで調査した資料全体では，

同様の異質性をえたが，これを職業別，所得別あるいは

地域別に細分することによって，数例をのぞいて，高い

適合性のえられた事を示しているW11sonandSuther－
　　24）
1andは，1953隼12月から1954年2月の期間にS1erra

Leoneの現住民女子33人，及び混血のCreo1e女子129

人の初潮年令をプロビット法で算定したと報告している

が，33人の少数例のそれを，どの様な方法で計算したか

は書いていない．

　つぎにロジスティク曲線の数学的モデルの近似を行う
　　　　　　　　　　　9）
と，まず既潮率をFimeyの第V皿表を用いてロジットに

変換した上，これに対応する平均年令Xとの関係を示

す年令一既潮率回帰直線の方程式を，常法により求め

た．その結果は，

　　　　　　　】r＝＿4．6462＋O．7684X

で，3回目までの補正計算でほぽ一定となった．Y＝5

とおいて中央値12，554がえられた．g－criterionの値は

0，008＜O．1であったから，中央値の分散は近似式でもと

めV（X）＝O．O01331をえた．よって95％の信頼限界は

12，482および12，626である．γ2＝12，776，〃＝19，P＝

O．849で，理論値と観測値の問に高い適合性がみられ

た．えられた年令一既潮率回帰直線の方程式のXに，

第1表のXの値を代入して期待ロジットYを求め，

ロジットの表を逆によんで，これに対応する既潮者の比

率をよみとり，これに第2欄の〃をかけた値が，ロジ

ット解析法から理論的に期待される既潮者数で，第5欄

にこれを示した．さきのプロビット法によって求めた平

均初潮年令12，562に比べて，ロジット法によった12，554

の方が，わずかに小さく，また適合度の検定結果も，後

者の方が若干高い．
　　　　　　　7）
　Burre11et　a1は，アフリカで47，420人に及ぷBantu

族の初潮調査を行った結果を，プロビット法とロジ

ット法1こよって解析，後者に若干高い適合性をえてい
　　　　　　　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　19）
る．Hogben　et　a1．も同様の結果を報告し，Fimey
　　　　　　　　　　　　　　11）
は，さきのM111cer　and　Szczotkaがワルソ六ワの少

女3918人について調査した結果の再計算を行った結果，

ロジットによった方が，プロビットによったものより，

中央値，■2の値，共にわずかに小であったが，ほとん

ど差がないとみている．
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　　　　　Tab1e1．Age　at　menarche　m2431schoo1g1r1s　m　Sh1mane　prefecture

M・…g・　　N・円b・・　　　　　　N．mb・・。fgi．1．m・・t．t・。・ti・g
of　groupe　　　　　　　　　of　g1r1s
（years）　　　　　　　　　　enquired

　X　　　　　　　　　　　〃
Recorded
　　ブ

Expected　　　　　　　Expected
（Probit）　　　　　　　　　　（1ogit）

10．83
11．08

11．33
11．58

11．83

12．08

1223
12．58
12．83

13．08

13．33
13．58

13．83
14．08

14．33
14．58
14．83

15．08
15．33

15．58
15．83

37　　　　　　　　　　　　4

103　　　　　　　　　　　7
140　　　　　　　　　　　19
127　　　　　　　　　　　23
1S8　　　　　　　　　36
162　　　　　　　　　　　60
110　　　　　　　　　　　46

181　　　　　　　　　　86
152　　　　　　　　　　　85

111　　　　　　　　　　77
119　　　　　　　　　　　93
120　　　　　　　　　　　98
124　　　　　　　　　　109
115　　　　　　　　　　105
83　　　　　　　　　　　79

102　　　　　　　　　　　95
124　　　　　　　　　　123
113　　　　　　　　　　109
95　　　　　　　　　　95
88　　　　　　　　　　　88
87　　　　　　　　　　　87

　2，37　　　　　　　　　　　　　　2，45

　9，89　　　　　　　　　　　　　　　9．74

19．46　　　　　　　　　　　　　　18．55

24．64　　　　　　　　　　　　　23．37

35．88　　　　　　　　　　　　　　34．22

54．43　　　　　　　　　　　　　　52．65

46．09　　　　　　　　　　　　　45．55

91．59　　　　　　　　　　　　　92．35

90．14　　　　　　　　　　　　　92．14

74．94　　　　　　　　　　　　　　76．85

89．25　　　　　　　　　　　　　91．43

97．68　　　　　　　　　　　　　　99．55

107．51　　　　　　　　　　　　　108．65

104．54　　　　　　　　　　　　　104．90

78．02　　　　　　　　　　　　　　77．88

98．12　　　　　　　　　　　　　　97．64

121．15　　　　　　　　　　　　　120．85

111．47　　　　　　　　　　　　　　111．43

94．29　　　　　　　　　　　　　　93．77

87．65　　　　　　　　　　　　　　87．57

86．86　　　　　　　　　　　　　　86．53

　　　　　29）
　（2）Tocherの最尤法とその簡便法による算定

　ところで上述のプロビット及びロジットを用いるふた

つの解析では，年令のレベルをそのまま生物検定におけ

る薬量レベルに，既潮率を反応率によみかえて，常法に

よる薬量一反応率回帰直線の計算がすすめられた．ここ

で普通の生物検定では，薬量レベルは研究者によって選

択されたもので，秤量過程における誤差などを別とすれ

ば，ひとまずこれは一定とみなす事ができる．しかし本

論の様に，薬量レベルによみかえられた類集年令のレベ

ルは，常に一定であるとは限らない．たとえば10才とい

う，類集された年令レベルの申には，120ケ月≦から＜

132ケ月までのものが様々な割合に入っていて，10才の内

容は常に一定したものではない．前節では3ケ月毎類集

し，年令の誤差は一応無視して，都合21レベルについ

て，これと既潮率の関係を計算した．しかし，例えば学

年別に1年毎類集した場合，本論の調査資料では，わず

かに5レベルがえられるだけで，年令レベルの内容が常

に一定したものではないというこの事は，無視できない
　　　　　　　22）
であろう．T㏄herは1群の調査対象者のdose　meta－

meterは，一様に分布するという仮説のもとに，こうし

た類集調査記録をプロビットによって解析するための，

数学的モテルを示した．すなわちdOSe　metameter

的≦X＜叫1に対する平均反応率は，

昆一∫伽〃・／（叶吻）

　　　∬｛

となり，これはつぎの様にかきかえられる．

P乞：（篶十1片十1－Yε月十Z乞十1－Z乞）／（Y；十1一篶），

ここで

　　　Yら二（助一μ）β，

　　　　　　r　　　乃一／．。。■去…

および

一芸・・1払

乃㍉去…1－1剛

そしてこれから平均隼令一既潮率回帰直線の母数を求

め，平均初潮年令を算定する最尤解法を詳述した．

　第2表は第1表のデーターをさらに縮少して，学隼別

に類集したものである．そして小学校5，6年生児重

を，それそれ11，12才，申学校1，2，3年生生徒をそ

れぞれ13，14，15才とした．わが国の学年編制は，4月

から翌年3月までが1学年となっているので，たとえば

ここでいう12才は1仏～155ケ月の間に入る児童をいうの

ではなく，また本調査は2月に行われているので，12才

は143ケ月から154ケ月までのものをさしている．したが

って12才児童の月数で示した申央値は148．5月となる．

11才をOとおいて，それぞれの年令に対応する既潮率の

プロビットとの関係を，グラフの上に打点し，予備回帰

線をひいて，これからお㌧まかにα＝3．99，ろ＝O．86を
　　　　　　22）
きめた．Tocherの方法によってこのふたつの母数の補

正量がOになるまで，補正計算をくりかえさなければな

らないが，この計算は卓上電算機までの器機にたよる限

りでは，かなりめんどうである．5回までの補正計算を
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Tab1e2． Percentage　of　g1r1s　menstruatmg　grouped　by　schoo1grade

Schoo1　　　Grade
Age No　g1r1s No．9ir1s　　　　　Per　cent

Year　　　Month
enquired　　menStruatmg　　menStruatmg

　　　　　　　5
P・・m・・y　6

11　　　　　　　131～142

12　　　　　　　143（）154

499　　　　　　　　71

613　　　　　　　278

14．23

45．35

Junior
h1gh

1　　　　　　　　　13　　　　　　　155～166

2　　　　　　　　　14　　　　　　　167～178

3　　　　　　　　　15　　　　　　　179～190

467

420

432

354　　　　　　　　　　　　75．80

394　　　　　　　　　　　　　93．81

427　　　　　　　98．84

行った概略の値として，

　　　γ二3．9545＋O．8797X

の方程式がえられた．γ＝5とおいて，中央値X＝

1．1885がえられる．11才をOとおいて計算を行ってい

るので，実数になおすと11＋1．1885＝12．1885となる．

12．1885を月数でしめすと，148．5＋12×O．1885＝150，762

ケ月となる．再度これを年数にもどすと，150．762／12＝

12，564年がえられる．先のプロビットを用いる常法によ

ったものと，ほとんどちがっていない．
　　　　22）
　Tocherの示した9rouped　probit　dataの最尤解は少

なからずめんどうである．そのために，各年令レベルの

申央値（勿十叫。）／2を常法におけるκと考えて，補正

計算をくりかえし，最後にえられたα’およびポに，

つぎの様に補正を加える事によって，近似的にαおよ

びろの値が求められる事を示した．

　　　　α二α！（1＋6！2／24），

　　　　6二ろ■（1＋612／24）．

11才をOとおいて，第3回までの補正計算によってえら

れた結果は，〆＝3．9892，ポ＝O．8527で，その補正値

はα＝3．9586，ろ＝O．8785となり，ときの最尤法によっ

てもとめたそれとほとんど同じである．えられた年令一

既潮率回帰直線の方程式

　　　　Y’＝3．9856＋O．8785X

のγに5を代入し，その中央値をもとめると，X：

1．1854となる．これを月数になおすと，148．5＋12×

O．1854＝150，725月で，　もういちど年数にもどすと，

150．725／12＝12，560年となり，今までの計算とほとんど

ちがわない値がえられた．
　　　　　　　　　　8）
　（3）Spearman－Kユrber法による算定

　今回ここに用いた調査資料は，第1図および第1節の

プロビット法の適用結果が示す様に，既潮率は年令に対

して，あきらかに正規に分布していた．しかし多くの資
　　　　　　　　　　　　　　　6）　　　　　　12）
料の申には，例えばBo1tyaneta1．やMi1icerも述

べている様に，これが正規分布をしめさないものが少な
　　　　　　12）
くない．Mi1icerが行った様に，資料を種々分別する

事によって，プロビット法乃至ロジット法の適用が可能

となるものがあっても，調査対象人員の不足，また調査

の対象者がかたよっていた様な場合は，そうした満足す

るデーターがえられない場合が多い．

　この様に分布のかたよった正規でないStatuS　quOa
　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　25）
dataに対して，Atwood　and　Taube，Wo1d　et　a1．は

Speaman－Karber法を適用し，平均初潮年令とその分

散をもとめている．第1表のデーターが示している様

に，年令レベルの間隔がひとしい場合，これを6とす

るとSpearman－Karber法では，中央値は，

　　　　〃z　＝”κ十1／2∂一∂2ρ｛

の式から簡単に計算ができる．仰は，既潮率100％を示

す年令レベル，加は年令レベル助における既潮率で，

卵＝1一加の関係にある．そしてその分散は，

W榊）一棚（差筆）

の式によって求められる．第1表の結果について計算

した結果は肌二12，580，V’（榊）＝O．005375となった．

Speaman－K・rber法から計算した平均初潮隼令は，

12，580年で，その95％信頼限界は12，436～12，724年とな

り，先の計算結果に近い値がえられた．

　（4）個人別記録にもとづく年令一既潮率曲線の計算

　時に，われわれは，あまり大きくない地域の，また小さ

な特定集団の平均初潮年令を知る必要に遭遇する．その

様な場合は，その時点において役立つ数値を提供しうる

のは，先にも述べた様に，ごくわずかな年令範囲の女子

人口に限られるので，あつめられた個人調査表を幾段階

かの年令レベルに類集し，これに対応する既潮率の関係

から，プロビット乃至ロジット常法によって，平均初潮

隼令を算定するという事が不可能である．少数例から妥

当な平均初潮年令を求める方法として，個体別の記録に
　　　　　　4）
もとつくB11ssの，薬量一致死率曲線の計算法の適用を

試みた．

　第3表に示した数値は，今回用いた資料の中にふくま

れる某小学校の5，6年生児童の，個人調査表の結果を
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Tab1e3Ind1vldua1records　of　menstruatmg（十）
　or　non－menstruatmg（＿）　Ages　m血onth　of
　σエr1s　have　been　arranged1n　ascend1ng　order

The　emp1r1ca1non－menstruatmg　mtermed1ate
and　menstruatmg　zones　are　separated　by
horlzonta111nes

　　　N征enstru一　　　　　　］Mlenstru－　　　　　　Menstru－
Month　　　　　Month　　　　　Month　　　　at1ng　　　　　　　　　ating　　　　　　　　　ating

132
133
136
137
137
138

140　　＋
141　　　－

142　　　＿

142
143
143
144
145
146

146
148
148

十

十

十

十

148
148
150
150
152
152
152

十

十

十

十

十

153　　　＋
154　　　＋

StatuS　quO　dataの形にそのまま書きうつしたものであ

る．第1欄の月数で示した年令で，年少者から高年令者

の順にならべてある．第2欄はその年令において，未だ

初潮をみない一，すでにあった十かの別を，同一年令者

間では一を先に，十を次に書き入れたものである．この

表において，はじめて既潮者が記録されたところと，最

後に未潮者が記録されたところに横線がひかれている．

最初の既潮者があらわれるまでの6人は，いわゆる未潮

者減（zOne　Of　non－menstruatmg）に，最後に未潮者

が記録された後の4人は，いわゆる既潮者域（zOne　of

menstruatm9）に，そして17人が中間域（1nter㎜ed1－

ate　zone）に入っている．この中間域の17人は未潮者

から次第に既潮者の方向に多くなっている．

　こうした記録から，平均初潮年令をきめるためには，
　4）
B1issのそれにならって，先ず適当な数で十と一の比率

が順次大きくなる様に，第3表の結果を類集する．ここ

では初めから3人ずつ類集する方法をとった．第4表の

第1欄が，第3表第1欄の年令を3ケずつ合計した値

で，第4表第2欄が，その類集した年令レベルにおける

既潮者と，調査対象者数との割合である．第3欄は，第

1欄の数字を順次2ケずつ加えてその平均値を示したも

ので，第4欄は第2欄の既潮者の割合を同様，順次2ケ

ずつ加えてその既潮率を算出したもので，第5欄はこの

既潮率に対するプロビットを表からひいて書きいれたも

のである．次にこの第3欄の平均年令に対する第5欄の

プロビットの関係をグラフの上に打点し，これを満足す

る回帰線を目分量で引く．引かれた予備回帰直線の両端

の任意の2点がしめす縦軸と横軸の値をよみとって，予

備回帰直線の方程式

　　　　Y’＝一9．62＋0．1X

をえる．次にこのXに第4表第6欄の数値を代入して，

各年令レベルにおけるγを計算する．これが第7欄の

期待ブロビットである．以下常法により，このyに対

応する補正プロビットツ（第8欄），および重みω（第

9欄）を算定，回帰方程式を計算する．こうして行った

第1回の補正計算の大要が，第5表の第2欄である。第

2欄に示された数値から，年令一既潮率曲線の回帰方程

式

　　　　γ＝α十ろ（X一元）

　　　　　＝4．8765＋O．1331（X－144．1193）

　　　　　＝＿143058＋01331X

がえられる．つぎに再びこのXに第4表第6欄の数値

Tab1e4Ca1cu1at1on　of　the　age－per　cent　mens－
　truat1ng　curYe　from　the　data　m　Tab1e3，

　showmg　or1gma1arrangement　m　set　of3
　The1r　combmat1on　mto　over1apP1ng　doub1e
　groups　for　determmmg　the　prov1s1ona1curye
　and　the　ca1cu1at1on　of　the　f1rst　and　fourth

　co㎜Puted　aPProx1mat1ons　from　the　1mt1a1
　groups　of3．

　Sum
　of
months

　　No．of　　　proy1s1ona1curve　　Empi－
menstruat1ng二Mean　　Per　cent　rica1
　　T・t・1　m㎝。h皿。。、・r。。ti．gP・・bit

401
412
423
428
435
442
446
454
459

0／3

0／3

1／3

1／3

2／3

1／3

2／3

2／3

3／3

135．5
139．2
141．8

143．8
146．2
148．0
150．0

152．2

O．

16，7
33，3
50，0
50，0
50，0
66，7
63．3

4，03
4，57
5，00
5．O0
5．O0
5，43
5．97

F1rst　computed　apProxlmat1on

Mean
month

X

　　　　　　　　　　　　　　　　SecondExpected　Corrected　　　　　　　　　　　We1ght　expectedprobit　　　　probit
　　　　　　　　　　　　　　　　probit
　　y　　　　ツ　　　　卿　　　　γ

133．7
137．3

141．0
142．7
145．0
147．3
148．7
151．3

3，75
4．u
4，48
4，66
4，88
5，11
5，25
5．51

3．1716

4．0365

4．5703

5．0134

5．0006

4．9996

5．4266

5．9040

2．1186

2．8476

3．4596

3．6624

3．7998

3．8028

3．7338

3．4728

3，49
3，97
4，46
4，69
4，99
5，30
5，49
5．83

Third
expected
probit

　Y

Fourth　computed　apProx1mat1on　Fifth
　　　　　　　　　　　　　　　expected
E瀦：dC箒鮮dW・i・・・・…i・

　　γ　　　　ツ　　　ω　　　　y

3，44
3，93
4，44
4，67
4，98
5，30
5，49
5．84

3．必
3，94
4，45
4，68
5，00
5，31
5，51
5．86

4．2375

4．0386

4．5720

5．0112

5．OOO0

4．9899

5．4302

5．9612

1．5000

2．5104

3．4194

3．6798

3．8196

3．6882

3．4728

2．9046

3，44
3，94
4，45
4，68
5．O0
5，31
5，51
5．86
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を代入してyを算定（第10欄），これに対応する補正プ

ロビットッと重みωを算定，第2回目の補正回帰方程

式γ：一14．8228＋O．1366Xをえる．このXにふたた

び第6欄のXの値を代入，第11欄のyをえる．　この

期待プロビットから同様の計算をくりかえして，第4回

目の補正計算のための期待プロビットy（第12欄）を算

定，これに対応する補正プロビットユッ（第13欄）と，重

みω（第14欄）をきめて，第4回目の補正計算を行う．

その結果の大要を，第5表第3欄に示した．これから求

めた回帰方程式は，

　　　　Y＝4．8927＋O．1378（X－144．2482）

　　　　　＝一14．9847＋O．1378X

となった．このXに第6欄のXの瞳を代入して求めた

期待プロビット第15欄の値は，第12欄のそれと一致した．

　こうして第4回目の補正計算でえられた，この回帰方

程式のγに5を代入すれば，平均初潮年令14502685月

がえられる．この分散y（刃＝2．159900となった。故に

年数で示した平均初潮年令は12，086士1，470で，この95

％信頼限界は11，846～12，326であると言える．

　今回計算例を示すために，某小学校の5，6隼生児童

だけの個人調査表を用いた．これは調査対象者として

は，遍った標本と言わなければならない．中学校1隼乃

至2年の生徒の調査を加えることによって，怒らくin－

termed1ate　z㎝eはもっとひろがり，既潮者域は，若干

高年令層に移るであろう，もしそうした全域にわたる様

な小数例からなる個人別記録であれば，先の大標本につ

いて計算した結果と，大よそ相似した値がえられるであ

ろう。

　γ2の値は常法によって求められ，火2＝1，299とな

ったが，自由度のとり方については，O％および100

％の既潮率のえられたgroupは，期待プロビットから

逆算して，調査人員の10％が十となるまで加えて，これ

を有効観測数1に数えることになっている．本論の場

合，既潮率のO％年令レベルのgroupがある．この

groupの期待プロビットは，先の方程式からY＝3．44

となる．プロビットの表を逆によんで，これに対応する

既潮者の比O．059をうる．これから既潮者数は3（O．059）

＝O．165で，これは調査人数3の10％に達していない．

故にこれは有効観測数には入れる事はできない．結局，

有効観測数W：7となり，これから2を引いた5が自由

度となり，1）＝0．93で高い適合性がえられた．

　以上，1977年に，島根県においてえられた初潮調査個

人票2431枚にもとづくstatus　quo　dataを，3ケ月およ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
び12ケ月毎の2様に類集し，前者にはプロビットおよび
　　　9）　　　、　　　　　　　　　．．　8）
ロジットを用いる常法，ならびにSpearman－Karber法

Tab1e5．Constants　computed　from　Tab1e4

　　　　　　　　First　　　　　　　　FourthConstants
　　　　　　apProx1mat1on　　apProx1mat1on

2（ω）

2（ωX）

　x

2（ωツ）

　ヅ

［ωX2コ

［ω灼コ

　み

［酬2コ

　■2

　26．9

3876．435

144．1193

131．165

　4．8765
702．29151

　93．4747

　0．1331

　25．0

3605．456

144．2482

122293

　4．8927

582．7脳41

80．3183

　0．1378

12．367

　1．299

　　　　　　　　　22）
を，後者にはTocherの9rouped　problt　dataに対す

る最尤法，およびその簡便法を適用して，平均初潮年令

を算定した．その結果は相互にほぼ類似した値がえられ

た．少数の個人別調査からプロビットを用いて，平均年
　　　　　　　メ）
令を算定するB11ssの方法も，テーターが片よったもの

でなければ，ほぼこれに近い値がえられるものと推定さ

れた．ところでこれらは，また全く類集を行わない1ケ

月毎の調査成績に，プロビット法を適用してえられたそ

れとも理論的に近似するはずである．計算の結果は，

　　　　y＝＿6．1280＋O．8841X

の方程式がえられた．火2検定の結果は火2：74，031，〃

二59，P＝O．μ6で高い適合性がえられた．γ＝・5とおく

と，X＝12587で，9－cr1ter1onの値はO　O05＜01とな

ったから，簡略式によってその分散を求めるとO．O01330

となった．よって申央値12，587の95％信頼限界は12，516

～12，658となり，これらはさきの方法によって求めた結

果と大差ない数値と言える．

　（5）回顧調査成績から求めた平均初潮年令

　この度用いた個人票の回顧調査部分の記録は、○年生

の○月と，学級とその月数を記入する様指示されてい

た．そこでこれを年月になおして，これと生年月とから

個人別の初潮年令を算出，簡単にその算術平均を求めて

みた　その結果は12244年となった．これはstatusquo

dataから求めたそれより，若干下まわり，先に述べた
　　　　　　2）　　　　　　　　　　　　u）
Awe　and　Tye，Mi1icer　and　Szczotka，Oett1e　and
　　　　13）　　　　　25）
H1ggmson　Wo1d　et　a1らの指摘を裏つけている．こ

の度の回顧調査成績からえられた初潮年令は，両端の部

分において正規分布からはずれ，上の算術平均が妥当な

代表値でない事を示していた．回顧調査成績から平均初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
潮年令を求める最尤解法は，最近Atwood　and　Taube

によってあたえられている．

　この度の調査対象は，小学校5年生児童から，申学校
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3年生までの生徒で，月令にして130ケ月から190ケ月の

範囲のものであった．中学校3年生の未潮者数は393人

中4人であるが，小学校5年生児童の既潮者数は，503

人中68人で，半数初潮年令は小学校6年生の高令部分に

あたっていた．それ故この種の調査は，できうれば対

象を小学校4年生児童にまでひろげる事が望ましい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
Smgaporeで初潮調査を行ったAw　and　Tyeは，9～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）
17才の年令範囲の女子を調査対象としており，Tanner

もそれ以前に調査対象には，9才から17才までの女子が

ふくまれる事が望ましいと述べている．

　初潮隼令の早晩を左右する要因を考察する事は，本論

の目的ではない．概念的乃至抽象的に指摘される様々な

要因を，実証的に結びつける作業は，決して容易な事で

なく，今後尚多くのデーターのつみかさねが必要であろ

う．そのためには充分解析検討された妥当な数値が，用

意されていなければならないことは，論をまたない．大
　　　　　　　　　　3）　　　　　　　　　9）
標本の場合は，プロビット乃至ロジット常法による整理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
は，有力な手段となるであろうし，少数例の統計手法も

データーが初潮率Oから100％にわたる範囲からえられ

たものであるならば，妥当な数値を提供して来るであろ
　　　　22）
う．Tocherの最尤解法は，コンピューターの便宜がえ

られるならば算出は容易であるが，卓上電算機までの器

機による限りでは，少なからざる計算量となるであろ

う．なおこの種の広域調査は，非常な努力と多くの経

費，また関係者の協力が必要である．研究者が自己の研

究目的に関係ある種々の設問を用意し，調査にあたるの

とは別に，毎年一定期日にこの種の調査が学校自体で学

校保健統計調査の1項目として行われ，例えば第1表第

1，2，3欄に示す様な数値が提供されていれば，それ

は研究者にとって有力な参考資料となるであろう．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　平均成熟年令を算定するためのいくつかの方法を，に

1977隼に島根県において行われた．女子児里生徒の初潮

調査資料を用いて，比較検討した．2431名分の個人調査

票からなるstatus　quo　dataを，　3ケ月および12ケ月
毎の。様に類集し，前者にはプロビ？トおよびロジツ胃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
を用いる常法，ならびにSpearman－Karber法を，後者
　　　　22）
にはTocherの9roupedprobitdataに対する最尤
法，およびその簡便法を適用した．算定された平均初潮

年令は，相互にほぽ類似した値がえられた．あまり大き

くない地域の，あるいは特定の集団を調査の対象にえら

んだ場合の，少数例からなる個人別の記録に対しては，
　．4）

B11ssの個体別記録にもとつく薬量一致死率曲線の解析

法が適用しうる事を示した．
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Summary 

Several statistical methods for estimating the mean age to reach a milestone 

were compared using the status quo data on age at menarche in schoolgirls in 

Shimane prefecture. The material was collected in February 1977 ; it consisted of 

a random sample numbering 2431 girls aged 130 to 190 months. The records were 

classified into 3-month and one year age ranges. The standard probit and logit 

methods were applied to the former classified data to estimate parameters of the 

frequency distribution of age at menarche. Tocher's grouped probit and its appro-

ximation methods were applied to the latter classified data for the same purpose 

The estimated mean ages were standard probit 12.562, standard logt 12.554, 
Tocher's grouped probit 12 . 564, and its approximation 12 . 560 years. The mean age 

12 . 580 was also obtained by Spearman-K~rber method from the former classified 

data, No great discrepancy in the estimated mean ages of menarche was noted for 

any method of analysis. The method determining the age per cent menstruating 

curve from the individual records that some girls had reached menarche whil eothers 

have not reached menarche yet was tried to get the mean age of menarche in a 

small sample of girls. This method could be used to estimate the mean age, if a 

set of small sample of girls covers enough range of ages, such that in the younger 

age group none of the girls has experienced menarche while in the older group 

all the girls have passed their menarche. 


